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＝大島の教育 Pamphlet４ダイジェスト版＝ 

 

 

 

Ⅰ 通常の学級で行う特別支援教育の意義 

 
 
 
 
 
Ⅱ 求められるインクルーシブ教育システムの構築 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 障害の特性の理解に基づいた支援 
 

Ｌ Ｄ 
基本的には全般的な知的発達に遅れはないが，聞く，話す，読む，書く，計算

する又は推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々
な状態を指すもの 

Ａ Ｄ Ｈ Ｄ 
年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力や衝動性，多動性を特徴とする行動の

障害で，社会的な活動や学業の機能に支障をきたすもの 

高機能自閉症 
３歳位までに現れ，①他人との社会的関係の形成の困難さ，②言葉の遅れ，③

興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴とする行動の障害である自
閉症のうち，知的発達の遅れを伴わないもの 

 

Ⅳ ｢構造化｣｢刺激の調整｣｢視覚化｣｢自己有用感｣で優しさと温もりの教育空間へ 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ ｢見通し｣｢時間の構造化｣｢視覚化｣｢学習内容の構造化｣で分かりやすい授業へ 

 
 
 
 
 
 

Ⅵ 個別の教育的ニーズに基づく支援 

 
 
 

小さな「優しさ」で包み込む ～通常の学級で行う特別支援教育～ 

読むこと 

 

 

 

 

文 章 題 

 

書くこと 

 

 

 

 

児童生徒の実態を

よく把握し，一人一

人の教育的ニーズに

応じた支援が必要 
計  算 

 

 

 

 

○ 教室を使いやすく「構造化」する 

○ 快適環境のために「刺激の調整」をする 

○ ルールを分かりやすく「視覚化」する 

○ 役に立っているという「自己有用感」を育てる 

 

優しさと温もりの教育空間 

 特別な支援が必要な児童生徒を

特別な存在としない学級経営 

そ の 他 

一人一人
異なる教育
的ニーズ 

「全ての教室（教科等）」で「特別ではない方法」で「全ての教員」が行う指導

に 

平成２４年に行われた文部科学省の調査では，通常の学級には，在籍する児童生徒のうち，

在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒が，約６.５パーセン

ト程度の割合で在籍している可能性がある。 

  

誰もが相互に人格と個性

を尊重し支え合い，人々の

多様な在り方を相互に認め

合える全員参加型の社会 

共生社会の形成 
  

人間の多様性の尊重等，障害者が精神的及び身体的

な能力等を可能な最大限度まで発達させ，自由な社会

に効果的に参加することを可能とするとの目的の下，

障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み 

インクルーシブ教育システム 

○ 安心感のための「見通し」 

○ 迷子を防ぐ「時間の構造化」 

○ 情報が見える「視覚化」 

○ 分かりやすくするための「学習内容の構造化」 

ユニバーサルデザインの視点による授業 

 全ての児童生徒にとって分かり

やすい授業デザイン 

読み取り 

 

 

 

 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1328729.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1328729.htm
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Ⅰ 通常の学級で行う特別支援教育の意義                           

 

平成２４年に文部科学省が行った調査によると，通常の学級には，在籍する児童生徒のう

ち，発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒が，約６.５パーセント

程度の割合で在籍している可能性があるといわれています。 

学校における特別支援教育は，これまで「特別な場」において「特別な方法」で「特別な

人」が行っていた指導から，「全ての教室（教科等）」で「特別ではない方法」で「全ての教

員」が行う指導に転換する必要があります。 

こうした特別支援教育を可能にするためには，それぞれの障害について理解した上で，そ

の特徴・特性を生かした指導が大切になってきます。 

そのためには，下図のように支援に係る一般的な手順等を参考に全校体制で組織的に取り

組む必要があります。 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 発達障害とは，「自閉症，アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害，学習障害，注意欠陥多動性障害その

他これに類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢において発現するものとして政令で定めるもの」

（発達障害者支援法 第２条）をいいます。 

担任の気付き 保護者の気付き 
教育相談 

学級担任 

教育相談担当 

コーディネーター 

管理職 

保護者 
相談・理解 

情報の収集 

 

校内委員会 

委員会協議(１) 
実態把握・判断 

対応策の検討 

委員会協議(２) 
 

専門家の意見 

・ アセスメント 

・ 専門的判断 

・ 対応策の検討 

・ 個別の教育支援

計画と個別の指導

計画の作成 

巡回相談員 

専門家チーム 

 学年会等での協議 校内支援が必要 

学年・学級配置 

学級・学年での配慮・指導 

コーディネーター 
（相談・調整） 

巡回相談員 

 
校内支援 

・ 校内体制整備 

・ ティームティーチング 

・ オープン教室 

・ 少人数指導 

・ 通級による指導 

 

地域資源 
・ 通級による指導 

・ ボランティア 

・ ティーチングアシス 

タント 

支援体制 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
調
整
機
能
） 

アセスメントシー
トの活用 
(鹿児島県総合教育
センター) 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1328729.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1328729.htm
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Ⅱ 求められるインクルーシブ教育システムの構築           

 

誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い，人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加

型の社会である「共生社会」の形成が求められています。そのためには，インクルーシブ教育シ

ステムの理念が重要であり，その構築に向け，特別支援教育を着実に進めていく必要があります。 

そのことによって，障害のある児童生徒，障害があることが周囲から認識されていないものの

学習上又は生活上の困難のある児童生徒，さらには全ての児童生徒にとっても，良い効果をもた

らすことができるものと考えられます。 

 

１ インクルーシブ教育システムとは 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 合理的配慮とは 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

３ 学校における合理的配慮の観点 

(1) 教育内容・方法 
  ア 教育内容 
   ・ 学習上又は生活上の困難を改善・克服するための配慮 
   ・ 学習内容の変更・調整 
  イ 教育方法 
   ・ 情報・コミュニケーション及び教材の配慮 
   ・ 学習機会や体験の確保 
   ・ 心理面・健康面の配慮 
(2) 支援体制 
  ア 専門性のある指導体制の整備 
  イ 児童生徒，教職員，保護者，地域の理解啓発を図る 

ための配慮 
  ウ 災害時等の支援体制の整備 
(3) 施設・設備 
  ア 校内環境のバリアフリー化 
  イ 発達，障害の状態及び特性等に応じた指導ができる施設設備の配慮 
  ウ 災害時等への対応に必要な施設・設備の配慮 

障害者の権利に関する条約第 24条によれば，「インクルーシブ教育システム」とは，

人間の多様性の尊重等，障害者が精神的及び身体的な能力等を可能な最大限度まで発

達させ，自由な社会に効果的に参加することを可能とするとの目的の下，障害のある

者と障害のない者が共に学ぶ仕組みであり，障害のある者が一般的な教育制度から排

除されないこと，自己の生活する地域において初等中等教育の機会が与えられること，

個人に必要な「合理的配慮」が提供される等が必要とされている。 

         (「中央教育審議会初等中等教育分科会報告」Ｈ24.７) 

条約の定義に照らし，本報告における「合理的配慮」とは，「障害のある子どもが，

他の子どもと平等に「教育を受ける権利」を享有・行使することを確保するために，学

校の設置者及び学校が必要かつ適当な変更・調整を行うことであり，障害のある子ども

に対して，その状況に応じて，学校教育を受ける場合に個別に必要とされるもの」であ

り，「学校の設置者及び学校に対して，体制面，財政面において，均衡を失した又は過

度の負担を課さないもの」と定義した。(「中央教育審議会初等中等教育分科会報告」Ｈ24.7) 
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４ 学校における合理的配慮の具体例 
 

○ 視 覚 障 害 

 

 

見えにくさに応じた教材及び情報の提供（聞くことで内容が理解できる

説明，拡大コピー，ＩＣＴを活用した情報保証等），見えにくさを補うこと

ができるようにするための指導（弱視レンズ等の活用） 

○ 聴 覚 障 害 

 

 

聞こえにくさに応じた視覚的な情報の提供（分かりやすい板書等），聴覚

的な情報・環境の提供（座席の位置，話者の音量調整等），聞こえにくさを

補うことができるようにするための指導（補聴器等の効果的活用） 

○ 知 的 障 害 

 

 

知的発達の遅れに応じた分かりやすい指示や教材・教具の提供（文字の

拡大や読み仮名の付加，動作化や視覚化の活用，話し手の工夫等），理解の

程度に応じた学習内容の変更・調整（基礎的・基本的な内容の重視） 

○ 肢体不自由 

 

 

道具操作の困難や移動上の制約等を改善できる指導（片手で使える道具

の効果的活用），上肢の機能に応じた教材や機器の提供（書字能力に応じ

たプリント等），コミュニケーション支援機器の活用（文字盤等） 

○ 病 弱 

 

 

服薬管理や環境調整，病状に応じた対応のための指導（定期的服薬の必

要性の理解），実体験の不足を補う指導（友達との手紙やメールの交換，

テレビ会議システム等を活用したリアルタイムのコミュニケーション等） 

○ 言 語 障 害 

 

 

話すことに自信をもち，積極的に学習等に取り組むことができるように

するための発音の指導（個別指導による音読等），発音が不明瞭な場合の

代替手段によるコミュニケーション支援（筆談，ＩＣＴ機器活用等） 

○ 情 緒 障 害 

 

 

場面により言語表現できない場合の緊張や不安を緩和させるような配

慮，状態（情緒障害や不登校，ひきこもり，自尊感情や自己肯定感の低下

等）に応じた指導（カウンセリング的対応や医師の診断を踏まえた対応） 

○ 自 閉 症 

 

 

自閉症の特性による学習内容習得の困難さを補完する指導（動作等を利

用した意味理解，繰り返し練習による道具の使い方の習得等），自閉症の

特性を考慮した視覚を活用した情報の提供（写真や図面，模型，実物等） 

○ Ｌ   Ｄ 

 

 

苦手なことを別の方法で代替する，他の能力で補完する等に関する指導

（パソコン，デジカメ等の使用，口頭試問による評価等），基礎的な内容

の確実な習得を重視した学習内容の変更・調整 

○ Ａ Ｄ Ｈ Ｄ 

 

 

行動を最後までやり遂げるために忘れないための工夫，別の方法で補う

ための指導（物品の管理方法の工夫，メモの使用等），聞き逃がしや見逃

し，紛失等が多い場合の伝達情報の整理（掲示物の整理整頓・精選） 

  

【個々の状況に応じた合理的配慮】 

  下図のように国や県，市町村による基礎的環

境整備の上に，設置者や学校が児童生徒一人一

人の実態に応じて合理的配慮を提供する必要が

ある。この基礎的環境整備は，学校によって異

なるため，学校は自校の基礎的環境整備の状況

を８つの観点に沿って把握しておく必要がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国・都道府県・市町村・学校における環境整備 
（基礎的環境整備） 

Ａ
さ
ん
の
た
め
の 

合
理
的
配
慮 

Ｂ
さ
ん
の
た
め
の 

合
理
的
配
慮 

Ｃ
さ
ん
の
た
め
の 

合
理
的
配
慮 

Ｄ
さ
ん
の
た
め
の 

合
理
的
配
慮 

Ｅ
さ
ん
の
た
め
の 

合
理
的
配
慮 

【基礎的環境整備の観点】 

１ ネットワークの形成，連続性のあ

る多様な学びの場の活用 

２ 専門性のある指導体制の確保 

３ 個別の教育支援計画や個別の指導

計画の作成等による支援 

４ 教材の確保 

５ 施設・設備の整備 

６ 専門性のある教員・支援員等の人

的配置 

７ 個に応じた指導や学びの場の設定

等による指導 

８ 交流及び共同学習の推進 
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 Ⅲ 障害の特性の理解に基づいた支援              

 

通常の学級における特別支援教育を充実させていくためには，それぞれの障害の特性を理

解し，児童生徒一人一人のニーズに応じた支援を行っていくことが大切です。 

ここでは，ＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能自閉症の特性について紹介します。 

 

１ ＬＤ（学習障害）とは 

(1) 定義等 

学習障害とは，基本的には全般的な知的発達に遅れはないが，聞く，話す，読む，書く，

計算する又は推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態

を指すものである。 

学習障害は，その原因として，中枢神経系に何らかの機能障害があると推定されるが，

視覚障害，聴覚障害，知的障害，情緒障害などの障害や，環境的な要因が直接の原因とな

るものではない。        （H11.７「学習障害児に対する指導について（報告）」より） 

(2) 特性 

ア 全般的な知的発達に遅れはない。 

ＩＱのレベルが知的障害のレベルにない。 

イ 聞く，話す，読む，書く，計算する又は推論する能力のうち特定のものの習得と使

用に著しい困難を示す。 

(ｱ) 言語能力の困難・・・言葉の意味を理解することが難しい。自分の言いたいこと

を表現することが苦手である。 

(ｲ) 読字・書字の困難・・・鏡文字になる，形の整った文字を書くこ 

とが苦手である，単語は書けても文章の表記では混乱する。 

(ｳ) 計算の困難・・・繰り上がりや繰り下がりの計算でつまずく。 

(ｴ) 推論の困難・・・計算はできるが，図形や文章題で混乱する。 

(ｵ) 社会性の困難・・・人とのかかわりの中でソーシャルスキルを 

身に付けることが困難である。 

(ｶ) 運動能力の困難・・・体全体の動きや指を使った細かい動きが苦手である。 

(ｷ) 注意集中困難・多動性・・・周囲の刺激に反応しやすく，一つのことに集中する

のが困難である。刺激に敏感に反応し，落ち着きがなくなる。 

 

２ ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害）とは 

(1) 定義等 

ＡＤＨＤとは，年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力や衝動性，多動性を特徴とする

行動の障害で，社会的な活動や学業の機能に支障をきたすものである。 

また，７歳以前に現れ，その状態が継続し，中枢神経系に何らかの要因による機能不全

があると推定される。 （H15.3「今後の特別支援教育の在り方について（最終報告）」参考資料より）  

(2) 特性 

ア 注意力 

計画したことを最後まで進めることができない。不注意による過ちが

多い。宿題の存在を忘れしまう。など 

イ 衝動性 

結果を考えずに行動してしまう。順番を待つことができない。質問が

終わる前に出し抜けに答えてしまう。など 

ウ 多動性 

落ち着きがなく，すぐに席を離れてしまう。手足をそわそわ動かしたり，椅子の上で

もじもじしたりする。おしゃべりを我慢できず，絶え間なく大声で早口で話す。など 
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３ 高機能自閉症とは 
(1) 定義等 

高機能自閉症とは，３歳位までに現れ，①他人との社会的関係の形成の困難

さ，②言葉の遅れ，③興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴とす

る行動の障害である自閉症のうち，知的発達の遅れを伴わないものをいう。 

また，中枢神経系に何らかの要因による機能不全があると推定される。 
（H15.3「今後の特別支援教育の在り方について（最終報告）」参考資料より） 

(2) 特性 

ア 人への反応やかかわりの乏しさ，社会的関係形成の困難さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 言葉の発達の遅れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 興味や関心が狭く特定のものにこだわる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ その他 

 

 

 

 

※ 右図のようにこれらの障害が重複している

場合がある。そのため，児童生徒一人一人の

教育的ニーズに応じた支援が必要となる。 

 

【具体例】 

・ みんなから，「○○博士」「○○教授」と思

われている（例：カレンダー博士）。 

・ 他の子どもは興味がないようなことに興味が

あり，「自分だけの知識世界」をもっている。 

・ 空想の世界（ファンタジー）に遊ぶことがあ

り，現実との切り替えが難しい場合がある。 

・ 特定の分野の知識を蓄えているが，丸暗記で

あり，意味をきちんとは理解していない 

・ とても得意なことがある一方で，極端に苦手

なものがある。 

・ ある行動や考えに強くこだわることによっ

て，簡単な日常の活動ができなくなることがある。 

・ 自分なりの独特な日課や手順があり，変更や

変化を嫌がる。 ・ 常識的な判断が難しいことがある。 

・ 動作やジェスチャーがぎこちない。 

・ 目と目で見つめ合う，身振り

などの多彩な非言語的な行動が

困難である。 

・ 同年齢の仲間関係をつくるこ

とが困難である。 

・ 楽しい気持ちを他人と共有す

ることや気持ちでの交流が困難

である。 

【具体例】 

・ 友達と仲良くしたいという気持ちはあるけれ

ど，友達関係をうまく築けない。 

・ 友達のそばにはいるが，一人で遊んでいる。 

・ 球技やゲームをするとき，仲間と協力して

プレーすることが考えられない。 

・ いろいろなことを話すが，そのときの状況や

相手の感情，立場を理解しない。 

・ 共感を得ることが難しい。 

・ 周りの人が困惑するようなことも，配慮しな

いで言ってしまう。 
・ 話し言葉の遅れがあり，身振

りなどにより補おうとしない。 

・ 他人と会話を開始したり，継

続したりする能力に明らかな困

難性がある。 

・ 常同的で反復的な言葉の使用

または独特な言語がある。 

・ その年齢に相応した，変化に

富んだ自発的なごっこ遊びや社

会性のある物まね遊びができない。 

【具体例】 

・ 含みのある言葉の本当の意味が分からず，表

面的に言葉通りに受けとめてしまうことがあ

る。 
・ 会話の仕方が形式的であり，抑揚なく話した

り，間合いが取れなかったりすることがある。 

・ 強いこだわりがあり，限定さ

れた興味だけに熱中する。 

・ 特定の習慣や手順にかたくな

にこだわる。 

・ 反復的な変わった行動（例え

ば，手や指をぱたぱたさせるな

ど）をする。 

・ 物の一部に持続して熱中する。 
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Ⅳ 「構造化」「刺激の調整」「視覚化」「自己有用感」
で優しさと温もりの教室空間へ            

 

その１ 教室を使いやすく「構造化」する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「構造化」とは，分かりや
すく，安心できるようにする
こと。高機能自閉症の児童生
徒は自由な空間に弱いので，
教室や空間にそれぞれ意味を
もたせて，安心して行動でき
るようにする。 

構造化とは 
 

１ 各自の持ち物の置き場所が決まっている。 
２ 机・テーブルなどの置かれる位置が一つ一つ決まっている。 
３ 小さな用具などは，用途別に分けられている。 
４ ケース・ラベル・シールなどで整理整頓しやすいように工

夫されている。 
５ 写真入りのカードなどが準備されていて，整理の仕方が分

かるように準備されている。 

 

教室を「構造化」する視点 

■工夫１ お手本カードで整理整頓もばっちり！ 

次に示すようないろいろな整理整頓について，言葉で説明しなくても一目見て 

分かるお手本カードを準備すると，児童生徒は混乱せずに取り組める。 

○机の中・・・・・・大工さんや工場の道具箱のようにする。仕切り版やミ 

ニケースを活用する方法もある。小さな仕切りの底に 

イラストをつけると更に分かりやすい。 

○鞄棚・文具棚・・・ラベルや番号シールを活用すると徹底する。 

○靴箱・・・・・・・入り船式・出船式でそろえると位置も一目瞭然。 

○掃除用具棚・・・・用具ごとの置き場所が一目で分かる。 

■工夫２ 授業等での共有物の置き場所

を決めて効率アップ！ 

共同で使う用具等の置き場所を決めてお

くと，使用状況・返却場所が明確になるの

で安心して取り組める。 

○ 鉛筆削り 

○ セロハンテープ 

○ パンチ 

○ ホチキス 等 

■工夫３ 遊び道具の場所も決めてトラブ

ルの未然防止！ 

学級には，ボール類や跳び

縄といった休み時間等に利

用する遊び道具がある。 

  保管場所を決めておき，

ケースや敷物を工夫してお

くと気持ちよく使用できる。 

■工夫５ カラーリング，ネーミングされ

た提出物ケースでいつもすっき

り感１００％！ 

学級や教科ごとの提出物が日々課せられ

る。カラーケースや 

シールなどを活用し 

て分類できるように 

しておくと，提出・ 

整理・保管・返却が 

スムーズになされる。 

■工夫４ 机の位置マークでいつもきれ

いなライン！ 

教室では，ペアやグ 

ループをつくったり，コ 

の字型で全体で話し合っ 

たりする。 

短時間で隊形が作れる 

ようマークやポイントを 

入れる。 
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その２ 快適環境のために「刺激の調整」をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＤＨＤの児童生徒は，外部

からの剌激に過敏に反応する。

それが，落ち着かない，集中で

きないなどの行動となって顕

在化してしまう。 

 そこで，刺激をコントロール

する必要がある。 

なぜ「刺激の調整」？ 
 

１ 教室の中で，視覚的に入ってくる情報・刺激に気を

付ける。 

２ 視覚的な情報・刺激となる掲示物については，その

内容・掲示位置などに十分注意する。 

３ 教室内の，あるいは，教室外から入ってくる音声に

よる情報・剌激に気を付ける。 

教室の「刺激の調整」をする視点 

■工夫２ 不要物の除去で黒板に集中！ 

黒板に集中させるためには，次のような

不要な物を除いておく必要がある。 

○ 授業に関係のないカード 

   本時の授業には関係のな 

い他教科等で使用するカー 

ド・ネームカードなど 

○ 連絡事項 

○ 提出物関係 

■工夫５ 声のものさし・デジタルタイ

マー・鈴などの活用で気持ちよ

く見通しをもって！ 

授業中の教師や級友の声が過剰な刺激に

なるときがある。 

自力解決時の質問・ペアや

グループでの話合い・全体で

の討論・緊急時などそれぞれ

の場にふさわしい声のボリュー

ムなどを指導しておく。作業

を課したときなどは，デジタ

ルタイマーや鈴の音で優しく

知らせるのもよい。 

 

■工夫４ ノイズ（水槽のポンプ音・机や

椅子の音）も消音の工夫で落ち着

く！ 

発達障害の児童生徒にとって，次のよう

なものはノイズに感じられ，大きな苦痛を

伴うことがある。消音の工夫をすることで

学習に集中できる。 

○ 水槽のポンプ音 

○ 隊形変化の際の机・ 

いすの音 

■工夫６ やわらかい校内放送で心もお

だやか！ 

校内放送は，一日に何回も流

れてくる。 

  教師の声だけでなく，放送委

員会の係の声・スポーツ少年団

や部活動の連絡など様々である。

音声剌激に敏感な児童生徒のた

めには，音量を小さめに設定す

る必要がある。ＢＧＭも同様。 

■工夫３ カーテンの効果を上手に使っ

て集中カアップ！ 

次のような物は，不要な刺激であるので

カーテンなどを活用して児童生徒の視界か

らシャットアウトすると集中カアップにつ

ながる。 

○ 黒板にある時間割 

○ 黒板の横に貼付して 

いる授業に関係のない 

掲示物 

○ 教師用の棚 

○ デジタル黒板 等 

■工夫１ 教室の前面をすっきりと！ 

授業で児童生徒は教室の前面を見ること

が多くなる｡このとき，余計な掲示物があ 

ると，どうしてもそちらに視線が動いてし 

まう。授業に集中させるた

めには，教室前面をすっき

りさせる必要がある。 

http://illust-imt.jp/archives/001488/
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjejJ3Z3arKAhWCj5QKHc-1BZMQjRwIBw&url=http://sozai-good.com/archives/7964&psig=AFQjCNHkGwgBbUGdBiaASxKIzYnDW05KhA&ust=1452910007642035
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その３ ルールを分かりやすく「視覚化」する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高機能自閉症やアスペル

ガー症候群の児童生徒の特

性の一つとして「想像力の

欠如」があげられる。 

 そこで，目に見える形で

情報を提供する必要がある。 

なぜ「視覚化」？ 
 

１ 「暗黙の了解」などは理解不能ということに気を付ける。 

２ 目に見えないと理解できない，目の前の物が消えると

理解したことも一緒に消え去ることに注意する。 

３ 先が見えると安心して取り組めることに配慮する。 

４「××しない」という表現は不快であること，「○○す

る」などの肯定的・具体的な表現がよいことに留意する。 

ルールを「視覚化」する視点 

■工夫１ 時計・イラスト入り時間割で時間感覚を育てる！ 
  

じかん こうじ 月 火 水 木 金 

 

２ 

 
さんすう 

 
こくご 

 
おんがく 

 
たいいく 

 
ずこう 

 ３      

 

高機能自閉症の児童生徒の苦手なことの一つに時間の概念がある。そこで，次のように時問割を

工夫すると，安心して取り組める。 

 ○ 時計入りの時間割  ～ 時間割に時計を入れることで，予どもたちは時間についての理解

が進み，不安なく過ごすことがでる。 

 ○ イラスト入り時間割 ～ イラスト・力－ド・シールを使った時間割を作成すると。イラス

■工夫２ キャプション＋イラストでき

まりもＯＫ！ 

 次のような教室の中のいろんなきまりを視

覚化することで理解が進み，落ち着いた行動

がとれるようになる。 

 ○ 登校後すること 

 ○ 日直の仕事の順番 

 ○ 宿題の提出方法 

 ○ 給食当番の準備の手順 

 ○ 清掃の仕方 

 ○ 洗い方・うがいの仕方 

 ○ トイレの使い方 

 ○ 校外学習の注意点 

 ○ 体育学習の準備 など 

イラストをつける余裕がな

いときは，カードや模造紙に箇

条書きにするだけでも効果的。 

■工夫３ マニュアルがあれば安心！ 

学校ではいろんな当番活動がある。人との

関わりの中でソーシャルスキルを身に付ける

ことができない児童生徒にとって，次のよう

なマニュアルがあると，安定する｡ 

   マニュアルの原則 

       ◆ 何をする。 

         具体的な行動を書く。 

       ◆ どれくらいする。 

         回数・規模など 

       ◆ いつまでにする。 

ゴールはいつか，時間を明確にする。自分

の作業が終わったら，次に何をすればよいか

まで具体的に書いて安心させる。 

具体的なマニュアルがほしい項目は次のと

おりである。 

○ 日直の仕事  ○ 給食当番 

○ 掃除の仕方  ○ 係の仕事 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiCveyfxqrKAhUFipQKHWhwCfoQjRwIBw&url=http://matome.naver.jp/odai/2137309889854442301&psig=AFQjCNEdPRB8zg_1jL-2VCB2tJNaei9pJg&ust=1452903615652023
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その４ 役に立っているという「自己有用感」を育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分は，みんなの役に立

っている。」という自己有用感

があれば，その集団に適応し，

生き生きと生活できる。そし

て，自己有用感は周囲からの

評価によって培われる。 

なぜ「自己有用感」？ 
 

１ 児童生徒の学習能力には個人差があることに留意して，

興味・関心のある科目に挑戦させる。 

２ 「援助要請」とそれに応じた援助の場面を学習や生活

の中で意図的に設定する。 

３ 教師が，児童生徒のよさや努力を積極的に称賛する。 

４ 児童生徒が結果の如何に関わらず相互の努力・貢献な

どを称え合う場を設定する。 

 

教室で「自己有用感」を育てる視点 

■工夫１ 興味・関心のある教科等を生か

した「ＯＯ一番」！ 

高機能自閉症やアスペルガー症候群の児

童生徒は，興味・関心が高い教科・領域等

では驚くべき知識を発揮することがある。

一人一人の児童生徒の興味・開心を生かし，

得意分野を伸ばすことが大切である。 

 ○ 歴史まんがが好き   → 歴史一番 

 ○ 地図を見ることが好き → 地図一番 

 ○ 絵本が好き      → 読書一番 

など小さなことでよいので「○○一番」「○

○名人」「○○博士」などのネーミングで得

意分野にスポットライトをあてる。そうする

ことが一人一人の自己有用感につながる。 

■工夫４ 掲示された作品へのコメント

で心に栄養を！ 

教室背面に掲示する児童生徒の作品への

コメントもお互いの理解を促すという視点

から工夫したい。 

○ 担任からのコメント 

○ 児童生徒相互のコメン 

ト付箋紙を活用して児童 

生徒がコメントを添付で 

きるようにする。 

■工夫３ “Make a wish ！ ”  

    個々に目標を設定してがんばっ

ていく。 
一人一人に目標を設定させて，それに向

かって努力している過程を称賛する。 

    ○ 夢や希望 

    ○ 学期・年間・教科等の目標 

など，大きな夢，小さな夢，折々の目標な

どいろいろな形の夢や目標を設定させる。 

  そして，達成したことや，達成のために

努力したことを教師がまず認める。 

 そうすることが，周囲の児

童生徒の接し方のモデルにな

る。夢や目標の形もその努力

の道もいろいろな形や大きさ

があることを全ての児童生徒

に理解させることを大切にし

たい。 

「○○さんは，◆◆の目標を目指して今

△△している。」というまなざしがあれば，

温もりのある学級となる。 

■工夫２ 援助要請と援助！ 

「分からない」が遠慮なしに言える学級

を目指したい。分からない児童生徒の要請

に応じて，援助することが学習の中で設定

されるとよい。大事なことは，「援助要請」

に応じること。そうでなければ，お節介と   

なり，児童生徒の自尊心が傷つ

けられる。 

        この他，分からないを気兼

ねなく表示できるヘルプカー

ドの活用なども考えられる。 

 

■工夫５ 相互評価で信頼感を！ 

学習や生活の中での相互評価の場を設定

する。よさやがんばりを教師や級友から認

められることで，自己肯定感・自己存在感・

自尊感情・自己有用感が高まる。 

  具体的には，次のような活動があげられる。 

 ○ 授業の終末の「振り返り」での相互評価 

○ 課題解決への級友のがん

ばり，自己の課題解決への

級友の関わり 

○ 学習や生活での小さな援

助・貢献を帰りの会などで

称える「思いやりの木」 

「サンクスツリー」など 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj91crM3qrKAhWIJ5QKHcojDL8QjRwIBw&url=http://www.irasutoya.com/2014/01/blog-post_4829.html&psig=AFQjCNGaj4KqUr0-vt9NElw9rhtD0E7nEA&ust=1452910237043731


- 11 - 

 

Ⅴ 「見通し」「時間の構造化」「視覚化」「学習内容の
構造化」で分かりやすい授業へ            

 

発達障害の児童生徒は，授業においても次に示すような細かな特性が出現します。その特

性を生かす視点で授業をデザインすることは，発達障害の児童生徒だけでなく，全ての児童

生徒にとって分かりやすい授業，いわゆる授業のユニバーサルデザイン化につながります。 

 

１ 授業に係る発達障害の児童生徒の特性 
(1) スタートとゴールが明確でないと不安になる。 

(2) 学習の順序や作業の手順が見えないと心配になる。 

(3) 聴覚や視覚の優位性に偏りがある。 

(4) 体を動かしたり，作業的な活動があったりすると理解が進む。 

(5) 「分からない」ときに援助してもらえると安心する。 

(6) 雑然としているのが整理されると理解が進む。 

 

２「分かりやすい授業」の視点 
  「分かりやすい授業」の視点として次の九つが考えられます。 

９つの視点は「授業充実の３ポイント」と多くの部分で重なっている。「授業充実の３ポ

イント」については，「大島の教育 Pamphlet 1 」に述べてあるので，ここでは「見通し」

「時間の構造化」「視覚化」「学習内容の構造化」について詳しく述べる。 

① １時間の目標の明確化 

  この１時間で何をするのか

が分からないと，児童生徒は

不安になる。 

そこで，次のような工夫を

する。 

 ○ 解決すべきことを具体的

に明示した学習問題 (課

題)・めあての設定 

②  １時間の学習の見通しの

可視化 

  学習の全体像が見えない，

先が見えないと児童生徒は不

安になる。 

  そこで，次のような工夫を

する。 

○ 小黒板・小ボード等を活

用した学習の順序や方法の

提示 

③ 時間の構造化 

  何をやるのか，何分やるの

か，終わったらどうするのか

などがはっきりしていないと

児童生徒は不安になる。 

  そこで，次のような工夫を

する。 

○ タイマー・見え消し線な

どを活用した時間の流れと

区切りの提示 

④ 作業的活動 

  聞いているだけの授業には

児童生徒は耐えきれない。 

そこで，次のような工夫を

する。 

 ○ 動作化・音声化・劇化 

 ○ 見る・聞く・調べる等 

 ○ 書く・再構成等 

 ○ 話し合う・演じる等 

⑤ 援助要請 

  「分からないこと」を教えて

もらえないと，児童生徒は不安

になったり，混乱したりする。 

  そこで，次のような工夫を

する。 

○ ヘルプカード・ヒントカ

ードの活用 

○ 話合いにおいて援助要請

に基づく援助（説明） 

⑥ 視覚化 

音声での指示や発問が理解

できない。 

そこで，次のような工夫を

する。 

 ○ 小黒板やカードでの提示 

 ○ ＩＣＴを活用した提示 

 ○ イラスト・数字・絵記号

による提示 

⑦ 山場の工夫 

  共感・納得・感動のある理 

 解を工夫する。 

  そこで，次のような工夫を 

 する。 

 ○ 説明・論述・討論 

 ○ 間違い・失敗の背景の考察 

○ 対立・分化・ずれからの

統合 

⑧ 共有化 

  お互いの考えが幾重にもク

ロスすることで理解が深ま

る。 

  そこで，次のような工夫を 

 する。 

○ ペアやグループでの話合

いでの援助 

○ 全員での学習のまとめの確認 

⑨ 学習内容の構造化 

  学習したことを視覚的に整

理できると理解が深まる。 

  そこで，次のような板書の

工夫をする。 

 ○ 思考過程の明確化 

 ○ 線や矢印での関係付け 

 ○ 色チョークの使い分け 
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その１ 「見通し」で安心感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その２ 「時間の構造化」で迷子を防ぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■工夫４ カードの活用で区切りを意識させる！ 

  次のようにカードを工夫して活用することで学習の

計画や順序等への理解を進める。 

 ○ カードの貼付で視覚的にとらえさせる。 

 ○ 色別カードで各活動を焦点化してとらえさせる。 

 ○ マグネットで進捗状況を強調する。 

 ○ めくり式で達成感を感じさせる。 

 

 

■工夫２ 校外での学習や見学学習の計

画を導入で明示！ 

校外の学習や社会科見学などの計画・手順

を導入で示すとよい。 

その際，次のような工夫をして理解を深め

させる。 

○ 写真・イラストの提示 

○ 時間の提示 

  小学校の低学年であ 

れば，時計を図示する。 

○ 重要事項へのマーキング 

 

■工夫３ 技のポイント＋キャ

プションで示す！ 

作業や技のポイン

ト・こつなどを小黒板

等で示す。イラストや

写真等を付けると更

に効果的である。 
 

 

■工夫１ 学習の方法や順序を視覚的に

提示する！ 

学習の方法や順序を小黒板や小ボードを活

用して示すとよい。 

例 ① 問題をー人で解く。 

② グループで話し合う。 

③ 全体で話し合う。 

④ 他の問題を解く。 

⑤ まとめをする。 

⑥ 振り返りをする。 

 

 

■工夫３ タイムタイマーで気持ちの整

理と次の準備を！ 

タイムタイマー（残時間表示）を使用す

ると次のようなよさがある。 

○ ゴールを意識できる。 

 ○ 気持ちを整理できる。 

 ○ 気持ちも含めて，次への準備ができる。 

■工夫１ 活動時間の予告＋タイマーで

時間の区切りを！ 

  次のような工夫をすると，児童生徒は授業

に集中できる。 

○ 活動に入る前に所要時間を予

告する。 

○ タイマー等で視覚的に分かる

ようにする。 

○ 色別のテープを活用するなど

して意識を集中させる。  

※ ただし，教師が，児童生徒の学びの状況

を把握した上で，活動時間を増やしたり，

減らしたりする働きかけが必要である。 

■工夫２ マグネット・指示カードで迷

子･脱線の防止！ 

  学習の方法・順序を提示するだけでなく，

次のような工夫をすると授業に集中できる。 

○ 学習の方法や順序を記した小黒板上で，

現在行っている活勣のところに色マグネッ

トを置く。 

○ 同様にポインターカードを使用する。 

○ 終了した活動を見え消しする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
１ 音読する。 

２ 線を引く。 

３ 理由に気をつけて「○○型」と名

前を付ける。 

４ みんなで話し合う。 

５ 一番ぴったりの名前を付ける。 

新聞記事を読んで，どんな理由か
らどんな考えを述べているか書く。 
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その３ 情報が見えるよう「視覚化」する 

視覚化：目に見える形で情報（指示・発問等）を提示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■工夫６ 用具の使い方・後片付けの仕方

もイラスト・写真ですっきり！ 

  用具使用に当たっての安全上の注意等に

ついては，次のように工夫する。 

○ イラスト・写真＋説明のカードを配布

する。 

○ 注意事項などについては，文字色を変

えたり，網掛けしたりする。 

○ 用具の片付けについての完成図や完成

写真を配布する。用具ごとの番号を付す

と分かりやすい。 

■工夫５ 言葉による指示・発問等の出し

方にアクセントを付ける！ 

  次のような工夫した言葉に

よる指示･発問等をすること

で，理解が比較的容易になる。 

○ 話す前に，指示・発問の

数を言う。 

○ 短く切って指示･発問等を出す。 

○ ジェスチャーをつける。 

○ 語呂合わせ等を工夫して簡潔な言葉に

する。 

 例 ～「いかのおすし」（不審者対応時の約

束事） 

    「おかしも」（災害避難時の約束事） 

■工夫４ ＩＣＴの活用！ (P16 参照) 

   視覚化を考える際に，ＩＣＴの活用も重

要な要素である。次のような工夫をする。 

○ 実物投影機によるワークシート等の

提示 

○ 書画カメラによる見にくい部分の拡

大提示 

○ ビデオによる演技等 

○ ＰＣ＋プロジェクターに

よる図形の提示（点・線の

移動・変化等） 

○ 立体の提示（隠れた点・

線・面等） 

 

■工夫３ 写真・絵画を活用する！ 

発達障害の児童生徒は，実際に見えない

ことをイメージすることが比較的苦手であ

る。そこで，次のような手立てをする。 

○ 教科書に掲載されている挿絵を提示す

る。 

○ 同様に絵図を提示する。 

○ 学習の分かりにくい部分につ

いては，写真を提示する。 

○ 見学学習等では，ポイントを

写真等で記録し，事後の学習で

提示する。 

○ 実物を提示する。チケット・

レシート等の小物も有効。 

■工夫２ イラスト・数字・絵記号で心情

や感情を表現させる！ 

国語や道徳の学習では，登場人

物の心情を尋ねたり，見方・考え

方・感じ方を探らせたりする。心

情・感情・考えなどといったもの

は目に見えない。 

そのために，混乱する児童生徒

も出てくる。そこで，次のような

工夫をするとよい。 

     ○ イラストを活用する。 

     ○ 数字で表現させる。 

     ○ ％で表現させる。 

     ○ 図形等の面積で表現させる。 

 ○ 時計等を使って表現させる（心の振り

子，ハート・メーター等）。 

 ○ 絵記号で表現させる。 

 ○ 色で表現させる。 

   帽子・色カード等 

 ○ 音楽記号で表現させる。 

 

■工夫１ 指示・発問等は，言葉だけでな

く視覚にも訴える！ 

言葉だけでは指示のとおりにくいことが

予想されるので，次のような工夫をすると，

理解しやすくなる。 

○ 重要な指示･発問を短冊

カードで提示する。 

○ 提示するだけでなく，板

書の一部として黒板に貼付

する。 

○ 自力解決時のヒントカー

ド 

○ 自力解決時の筆談による支援(ヒントカー

ド) 

○ ヒントコーナー 
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その４ 分かりやすく「学習内容を構造化」する 

「学習内容の構造化」： 学習したことを分かりやすく整理すること，既習事項や

級友の意見と関連付けさせながら学習内容に一貫性や結

束性をもたせること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■工夫１ 学習の手引きで自力解決の支援を！ 
  学習の手引きを活用すると，発達障害の児童生徒には自力解決が容易になる。それは，手引き

にそって学習を進めていけば課題解決ができるからである。この場合の学習の手引きは一般的な

ものではなく，当該教材に対応したものとなる。 

 

 

■工夫２ ワークシートの活用で分かりやすく 

 
 国語や総合的な学習の時間などで，ある程度のまと

まった文章を書く際には，ワークシートが重要な役割

を果たす。 

左に示すのは，プランシートと呼ばれる構想表の一

形式である。このようなワークシートが準備されてい

ると， 

 ○ 常に主題・要旨が意識される。 

   全体像が見て分かる。何度もノートをめくって

確認する面倒くささも解消されるので取り組みや

すい。 

 ○ 対比的に書く材料を思い出すことができる。 

 ○ 関連付けて思い出すことができる。 

 ○ 記入する枠が分割されているので，書きやすい。 

 ○ 全員が同じワークシートであるので相互での検

討の際もお互いの内容がイメージしやすい。 

などのよさがある。 

 

だれのこと 

仮の題 

教材名「新しい友達」 「ぼくと友達」ワークシート 

「
新
し
い
友
達
」
学
習
の
手
引
き 

 

一 

だ
れ
の
こ
と
を
書
く
か
決
め
ま
し
ょ
う
。 

(

１)  

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
思
い
出
し
て
書
き
ま
す
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

も
よ
い
で
す 

(

２)  

そ
の
人
に
ぴ
っ
た
り
の
題
を
付
け
ま
す
（
仮
の
題
）。 

      

二 

題
に
あ
う
出
来
事
を
思
い
出
し
て
書
き
ま
す
。
言
っ
た
こ
と
（
会
話
）
も
付
け

加
え
ま
す
。 

                       

三 

思
い
出
し
た
出
来
事
の
中
か
ら
一
つ
二
つ
選
び
ま
す
。
そ
の
と
き
、
ど
ん
な
こ

と
を
思
っ
た
り
、
考
え
た
り
し
た
の
か
書
き
加
え
ま
す
。 

    

○ 

け
ん
か
ば
か
り
し
て
い
た
あ
い
つ 

○ 

最
高
の
バ
ッ
テ
リ
ー 

○ 

負
け
ず
嫌
い
の 

 
 
 
 

 
 
 

○ 

ラ
イ
バ
ル 

○ 

泣
き
虫
健
太
郎 

 
 
 
 

 
 
 

○ 

そ
の
日
が
く
る 

○ 

じ
ょ
う
だ
ん
で
「
シ
ュ
ー
ト,

下
手
く
そ
」
っ
て
言
っ
た
ら
お
こ
っ
て

け
ん
か
に
な
っ
た
こ
と
。 

○ 

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
ね
ら
っ
た
ら
「
俺
ば
っ
か
り
」
と
文
句
を
言
っ
て

き
た
こ
と
。 

○ 
学
校
を
休
ん
だ
と
き
な
ん
だ
か
つ
ま
ら
な
か
っ
た
よ
。 

○ 

一
輪
車
競
争
で
負
け
た
ら
暗
く
な
る
ま
で
練
習
し
て
い
た
よ
。 

○ 

百
ま
す
計
算
で
ぼ
く
に
二
秒
負
け
た
だ
け
で
、
む
き
に
な
っ
て
「
も

う
一
回
」
と
挑
戦
し
て
き
た
こ
と
。 

○ 

一
年
生
の
と
き
、
女
子
に
掃
除
の
仕
方
が
悪
い
と
い
わ
れ
て
泣
い
て

い
た
こ
と
。 

○ 

給
食
で
嫌
い
な
牛
乳
が
飲
み
き
れ
な
く
て
よ
く
泣
い
て
い
た
こ
と
。 

○ 

女
子
と
け
ん
か
し
た
と
き
に
、
ぼ
く
が
助
け
て
泣
き
な
が
ら
帰
っ
た

こ
と
。 

○ 

家
で
飼
っ
て
い
る
う
さ
ぎ
の
シ
ロ
が
車
に
ひ
か
れ
た
と
き
、
ぼ
ろ
ぼ

ろ
泣
き
な
が
ら
お
墓
を
作
っ
て
い
た
こ
と
。 

○ 

泣
き
虫
だ
け
ど
優
し
い
健
太
郎
が
好
き
だ
。 

○ 

す
ぐ
け
ん
か
に
な
る
の
は
い
や
な
と
き
も
あ
る
け
ど
、
あ
い
つ
が
い

な
い
と
や
っ
ぱ
り
さ
び
し
い
な
。 
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ＩＣＴを活用し，発達障害のある児童生徒の様々な困難を取り除いたり減らしたりする

ことにより，児童生徒の可能性を広げることが期待できます。 

ただし，目的を明確にせずにＩＣＴを使用しても，大きな効果は期待できません。学習

面や生活面での困難さを的確にとらえ，目的を明確にして活用することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■工夫３ 学習の記録で，学習内容をいつ

でも振り返ることができるように

する！ 

学習したことを必要に応じていつでも振り返

ることができるように，次のように学習の記録

を整理させる。また，教室設営も工夫する。 

  ○ 学習の記録（児童生徒） 

    前書き・目次・後書き等を記した上で

閉じさせる。 

○教室設営（教師） 

       ・ 教科コーナーの設置 

     ・ 教材文への書き込みや読み

取り表（国語） 

       ・ 小動物等の成長の記録（理

科） 

■工夫４ 学習内容・学習活動に即した理

解過程・思考過程などの「振り返

り」を！ 

終末での振り返りも感想発表などの言葉によ

るものだけでなく，次のように視覚的に訴える

ことができる具体的な活動を仕組むことで，理

解が深くなる。 

○ 自己評価カード 

          この際，１時間の具体的

な学習内容や学習活動に即

して評価させる。 

○ タイトル（見出し） 

○ 学習日記 

○ 学習リレー日記 

○ 学習作文 

発達障害とＩＣＴ活用 

読む 
聞くことはできるが

読むことが困難である
ため「教科書を読む」こ
とができない。 

書く 
話すことはできるが

書くことが困難である
ため「解答用紙に答えを
書く」ことができない。 

意思を伝える 

自分で的確な言葉を

選んで気持ちを伝える

ことが難しい。 

話を聞く 

聴覚情報の活用が難

しく，言葉で説明されて

もうまく理解できない。 

聞く 

電子化された教科書

の文章を音声で「聞く」。 

・ 教科書や本で学ぶこと 

ができる。 

・ 情報収集の幅が広がる。 

障害による困難さ ＩＣＴの活用 できるようになること 

入力する 

文字を鉛筆で書くの

ではなく，手書きでの書

き込みやキーボード等

で入力する。 

・ ノートをとることがで 

きる。 

・ テストを受けることが 

できる。 

カードと音声で伝える 

電子化された絵カー

ドを使って自分の意志

を選択し音声出力する。 

・ やりたいことや自分の

気持ちを伝えることがで

きる。 

映像と文字で見る 

映像を見ながら説明

を読む。 

・ 次に何をするのか理解

できる。 

・ 一人で作業を達成でき

る。 

『発達障害のある子供たちのためのＩＣＴハンドブック 

通常の学級編』（筑波大学）から引用 
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 Ⅵ 個別の教育的ニーズに基づく支援             

個別の教育的ニーズに基づく支援例については,｢特別な教育的支援を必要とする児童生徒

の指導の在り方に関する研究」（県総合教育センター研究紀要 105号，平成 15年３月刊）に

詳しく述べられています。また，国立特別支援教育総合研究所をはじめとする関連の出版物

も多数出ていますので参照してください。 

 ここでは，代表的な事例についての支援について紹介します。 
 

事例１ 「読むことが苦手な児童生徒」への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 文節ごとに／で区切る。  ４ 分かち書きにする。   ５ 罫線を入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 行間を広くする。          ７ ページカバーを活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ん
で
い
ま
し
た
。 

 

あ
お
や
き
い
ろ
の
さ
か
な
が
，
た
く
さ
ん
あ
そ 

い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
，
う
み
に
も
ぐ
り
ま
し
た
。 

ゆ
う
ひ
で
， 

う
み
が
き
ら
き
ら
ひ
か
っ
て 

き
ま
し
た
。 

 

ぼ
く
は
， 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と 

う
み
へ
い 

 

ゆ
う
ひ
で
， 

う
み
が
き
ら
き
ら
ひ
か
っ
て 

 

１ よく間違う文字を比較・弁別させる。 

似ている形に影響されて間

違えることが予想されるので

次のような指導を行う。 

(1) 間違いを確認する。 

(2) 比較させて，違っている

部分に焦点をあてる。 

(3) 違いを児童生徒に言葉で

言わせる。 

２ フラッシュカードを活用して，文字の 

 獲得を進める。 

単語レベルの指導は，フラッシュ

カードを活用して工夫する。 

(1) ２文字から徐々に文字数を増

やしていく。 

(2) 絵カード十文宇カードで指導

する。 

(3) 両面カ－ド（表：絵，裏：文字）で指導する。 

(4) 文節ごとに記したカードで読み慣れさせる。 

ぼ
く
は
、
／
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
／
う
み
へ 

／
い
き
ま
し
た
。
／ 

 

ゆ
う
ひ
で
、
／
う
み
が
／
き
ら
き
ら
／
ひ 

か
っ
て
／
い
ま
し
た
。
／
ぼ
く
は
、
／
う
み 

に
／
も
ぐ
り
ま
し
た
。
／
あ
お
や
／
き
い
ろ 

の
／
さ
か
な
が
、
／
た
く
さ
ん
／
あ
そ
ん
で 

／
い
ま
し
た
。 

ぼ
く
は
、 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と 

う
み
へ 

い
き
ま
し
た
。 

 

ゆ
う
ひ
で
、 

う
み
が 

き
ら
き
ら 

ひ 

か
っ
て 

い
ま
し
た
。 

ぼ
く
は
、
う
み
に 

も
ぐ
り
ま
し
た
。 

あ
お
や 

き
い
ろ
の 

さ
か
な
が
、
た
く
さ
ん 

あ
そ
ん
で 

い
ま 

し
た
。 

ぼ
く
は
、 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
う
み
へ
い
き 

ま
し
た
。 

ゆ
う
ひ
で
、
う
み
が
き
ら
き
ら
ひ
か
っ
て
い

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
う
み
に
も
ぐ
り
ま
し
た
。 

あ
お
や
き
い
ろ
の
さ
か
な
が
、
た
く
さ
ん
あ
そ

ん
で
い
ま
し
た
。 
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事例２ 「平仮名や漢字を書くことが苦手な児童生徒」への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 平仮名パズル 

 

 

 

 

 
※ へんやつくりを意識させなが

ら平仮名を合成させる。 
 

 

 

  

２ 合体平仮名 

  次のように，組み合わせを意識させて平仮

名を合成させる。 
 
       「あ」＝「十」＋「の」 

 
 
 
 

「あ」という字は「十」と「の」
を合体させてできるんだよ。 

４ 合体漢字を唱えて 

聴覚優位の特性を生かして， 

漢字の分解・合成を音声で表現 

させる。 

 
     ＋     ＝ 
 

①「はじめに，たんぼを書いて」 

②「次に，その下に力を書くと」 

③「『男』の字のでき上がり」 

  といったように，教師が唱えたり，児童

生徒に唱えさせたりする。 

田 力 男 

５ 漢字の足し算と引き算 

次のような漢字の足し算・引き算で漢字

の形についての理解を深めさせる。 

足し算 
 

＋    ＝ 

 

  引き算 

 

－    ＝ 

口 十 

紅 工 糸 

田 

６ ダウトを探せ 

間違いを探させることで，漢字の形・意

味や熟語の意味についての理解を深めさせ

る。 

 (1) 形が影響 

 

 

 (2) 音が影響 

 

 

 

花もようの血 花もようの皿 

新文紙 新聞紙 

７ 文字の拡大・カラーリング提示 

細部をとらえさせたり，へんやくりを意

識させたりするため次のような工夫をする。 

 

(1) 画数の多い漢字は拡大

して示す。 

(2) へんやつくりで色分け

して示す。 

(3) 間違えやすい点画など 

にはマーキングする。 

８ ます目・中心線の工夫 
書く位置を意識させるために次のような

工夫をする。 

(1) 一字分のます目を大きく

する。 

(2) 中心線を入れる。 

この場合，学級全員同じ 

配慮をすることで「特別」 

という意識をもたせない 

ようにする。 

３ 合体漢字 

漢宇のへんやつくりを意識させて分解・

合成に取り組ませる。 

 

     ＋         ＝ 
 
 
     ＋    ＋    ＝ 
 
 
     ＋         ＝ 

口 十 

古 

木 寸 

月 

村 

湖 

田 
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事例３ 「文章の読み取りが苦手な児童生徒」への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 絵・写真の活用 

        文章の理解を助けるために

次のような工夫をする。 

○ 教科書の挿絵を提示する。 

○ 文章の内容にあった写真を

提示する。 

２ 音声化・表情化・動作化・絵画化 

イメージ化のために次のような工夫をす

る。 

○ 音声化 

○ 表情化 

○ 動作化 

○ 絵画化  

ただし，絵画化はあくま 

でもイメージ化のためであ

ることに留意する。絵の優劣を問うのではな

く，理解内容や解釈を大切にする。 

４ 読書へのアニマシオン 
  読書へのアニマシオンには，７５の作戦

がある。（モンセラ・サルト氏） 

  次に示すように，具体的な活動を伴うの

で児童生徒にとって文章の内容が理解しや

すい。 

 

アニマシオン「前かな？後ろかな？」 

 

「くじらぐも」（小１） 

 

(1) 準備 

一人一枚ずつのカード 

一枚に一文か二文ずつ書き込む。 

(2) 実施方法 

ア 全員に一枚ずつカードを配る。 

イ カードを一分間黙読する。 

ウ 一人ずつ順番にカードを音読し，

出来事の順番を考えながらここだと

思うところに並ぶ。 

エ 並んだ順にカードを 

読みあげ，違ったら入 

れ替える。 

オ 並んだ順にカード

を読みあげ，確認す

る。 

カ 「くじらぐも」の挿絵を並べながら，

場面と順序を確認する。 

３ クイズ形式の学習の手引き 
   

次のようなクイズ形式の

学習の手引きを準備した

い。クイズという問いに誘

われて，心がほぐされて，

文章を理解することができ

る。 

 

 

【クイズ形式の学習の手引きの例】 

 

「手ぶくろを買いに」（小３） 

 

１ このお話には，だれが出てきますか。 

２ 町の灯を見たときに，「母さんぎつねの足

はすくんでしまいました。」とありますが，

この部分から母さんぎつねのどんな気持ち

が分かりますか。 

３ 「足がすくんでしまいました。」と同じ意

味で使われていることばがあります。それ

は何ですか。 

４ 町へ行ったのはだれですか。 

５ 「シャッポ」ってなんの

ことですか。 

６ 子ぎつねは，町に行くま

でに人間のことをどう思

っていましたか。 

７「面くらって」とはどういう意味ですか。 

８ 子ぎつねは，てぶくろを買ったあと，人

間のことをどう思いましたか。 

９ 母さんぎつねは，ぼうやをどの手でだき

しめましたか。 

10 どのようにだきしめたの 

でしょうか。 

11 最後に母さんぎつねは 

「本当に人間はいいものか 

しら。」ってつぶやいていま 

すが，どんな声でつぶやい 

たのでしょうか。 
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事例４ 「計算が苦手な児童生徒」への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 具体物の操作で数量概念 

具体物の操作で，数量をと

らえさせる。 

(1) 一つずつ指さしさせな

がら数えさせる。 

(2) 数えたら数字カードに

対応させる。 

２ 一位数の分解・合成 

具体物を活用して，一位

数の分解・合成に取り組ま

せる。 

３ 数のものさしの活用 

 

４ ＋ ８ ＝  
 

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15  

                

                

 

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 

                

                

 

２本のものさしを計算時の補助に活用させ

ることで，確実に計算できるようにする。 

５ ます目線の提示 

 

 ２ ５ ８ 

＋  ８ ５ 

    

上に示すようなます目線を書き入れるとよ

い。ます目線を設定することで，位や桁を揃

えやすくなる。 

４ 手順カード 

 

５＋７ 

 

 

 

 

 

 

※ 手順カード 

 の例は加数分 

 解を示してあるが，被加数分解の場合も同

様にする。 

① ７を５と２に分ける。 

② ５と５をたす。 

③ それに２をたす。 

④ 答えを書く。 

７ 補助線の提示 

 

 ２ ５ ８ 

＋  ８ ５ 

    

上に示すように補助線を書き入れるとよ

い。補助線の準備で位や桁を揃えやすくなる。 

８ 計算の仕方の言語化 

計算の仕方の言語化を次のように進め

る。 

(1) 教師が言語化 

 (2) 児童生徒の復唱 

 (3) 児童生徒自身の言語化 

まず，一の位の２×４を
すると８になるので一の
位に８と書く。次に・・・。 

６ 繰り上がり枠・繰り下がり枠の提示 
筆算の計算では，次に示すような枠を準

備することで，確実に計算ができるように

する。 

 

 

 ２ ５   ２ ７ ６ 

＋  ９  ＋ １ ８ ８ 

        

 

 

 ８ ７   ５ ３ ５ 

－  ９  － １ ８ ８ 

        

 

 

  

   



- 20 - 

 

事例５ 「文章題が苦手な児童生徒」への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ヒントカード 

         次のようなヒントカード

を工夫することで題意を視

覚的にとらえられるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ヒントの例 

 

① 絵や図での提示 

② パターンの提示 

③ リストの提示 

④ 表の提示 

⑤ 易しい問題に置き換えての提示 

 

ヒントカード 

① みかんは，一つのかごに何こある

のかな。 

② かごは，何かごあるのかな。 

③ 速く計算するにはどうしたらよい

のかな。 

 

３ キーワードへのマーキング 

        次のような手立てをとるこ

とで，キーワードヘ着目させ，

題意を読み取らせる。 

(1) 数字に着目させる。 

１年生を迎える会の準備をしています。

わかざりを，昨日２４３こつくりました。

今日は４３５こつくりました。 

   あわせて，なんこつくったでしょうか。 

(2) 次に示すような演算決定のヒントにな

る言葉に着目させる。 

  ア マーカーで色をかぶせる。 

  イ アンダーラインを引く。 

   「あわせて」［ぜんぶで］ 

   「のこりは」「ちがいは」 

   「何分何秒」「何時間何分」など 

２ 情景図の提示 

  問題場面のイメージを

もたせるために，情景図

を提示する。児童生徒の

実態によっては，情景図

の中にマーキングをする

ことも考えられる。 

４ 具体物を使っての再操作・再現 

  問題にそって，具体的に

操作させたり，再現させた

りする。 

(1) 教師が操作したり，再現

したりする。 

(2) 児童生徒がやってみる。 

(3) 教師が絵や図で表して

みせる。 

(4) 児童生徒が絵や図で表

してみる。 

 

１ 読みの支援 

     文章題の読みでつまずいている場

合には，次のような支援を行う。 

 (1) 教師が問題文を読む。 

 (2) 教師と児童生徒と一緒に読む。 

 (3) 問題文が２文以上の場合に

１文ごとに区切って提示する。 

 

６ 具体物を使っての再操作・再現 

  次のような工夫をすることで問題の意味

がとらえられるようにする。 

 (1) 題意の理解をうながす絵や図等の提

示 

    必要に応じて既習内容も提示する。 

(2) 再操作・再現の場 

    周囲の級友に気兼ねすることなく，満

足するまで再操作・再現にひたることが

できるように，次のような工夫する。 

  ア ヒントコーナーを設置する。 

    カラーマットを敷いたり，カードで

表示したりするなどして，視覚的に分

かりやすくする。 

  イ パーテーションする。 

    移動式のついたてを活用するなどし

て，周囲の視線をシャットアウトし，

活動に集中できるようにする。 
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 支援体制の充実に向けて                           

 

 特別支援教育に対する必要性が高まり，児童生徒の教育的ニーズに基づく支援が求められてい

るが，担任だけで取り組んでいると児童生徒の実態の変容に対応しながら充実した支援を継続す

ることが難しい。そこで，校内はもちろん関係機関とも連携を図りながら，計画的・組織的に対

応することが求められている。 

 

１ 校内支援体制の充実に向けて 

  まず，通常学級においても，児童生徒の教育的ニーズに応じて適切な支援を切れ目なく継続

していくために個別の教育支援計画と個別の指導計画の作成が必要である。次に，作成した個

別の教育支援計画と個別の指導計画に基づいた支援を実施し，定期的にその支援の効果に応じ

て支援の在り方を見直していく取組が重要になる。その際，年間計画に基づいた校内委員会等

において定期的に支援の見直しを図っていくだけでなく，状況に応じた学年部等におけるケー

ス会議が有効になる。このような取組を充実させていくためには，校長のリーダーシップの下，

特別支援教育コーディネーターが中心となりながら，担任や生徒指導主任等と連携を図り，学

年会等において児童生徒に関する情報交換をしやすい雰囲気をつくることが求められる。 

 

 ⑴ 個別の教育支援計画とは 

障害のある児童生徒の一人一人の教育的ニーズを正確に把握し，教育の視点から適切に

対応していくという考えの下，長期的な視点で乳幼児期から学校卒業までを通じ，一貫し

て的確な教育的支援を行うことを目的としている。 

個別の教育支援計画は，学校だけではなく，保護者の参画，関係機関との連携の下，計

画の策定・点検を行っていくものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別の教育支援計画の内容】 

ア 一人一人の教育的ニーズ 

イ 教育的支援の目標 

ウ 教育的支援の内容 

エ 教育的支援を行う者・機関等 

【個別の教育支援計画策定のプロセス】 

ア 児童生徒の実態・教育的ニーズの把握 

イ 実態・教育的ニーズを踏まえた教育的支援の目標の設定 

ウ 具体的な支援内容・支援機関（担当者）などの明確化 

エ 評価の内容，時期，引継事項などの明確化 

参考資料 
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参考資料 
個別の教育支援計画作成例 

【小学校】 

【中学校】 



- 23 - 

 

 ⑵ 個別の指導計画とは 

学校における教育課程や指導計画を児童生徒一人一人の教育的ニーズに対応して，個々

に応じた指導目標や指導内容・方法を記述したもので，学校が主体となって，学年や学期

ごと又は単元ごとに作成する。児童生徒の認知特性等を考慮し，特定の教科等における指

導方法の工夫や配慮事項，教材・教具の準備などの計画を作成します。なお，作成に当た

っては，保護者から情報を収集するといった連携が必要である。 

    

            【個別の指導計画作成の手順】 

 
 

 

 ※ 指導計画の様式については，文部科学省のガイドライン等を参考に各学校で作成するが，

実際の授業場面で十分な活用が図れるよう指導内容・方法が具体的に記述できるものにする

必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 実態把握 

 ⑴ 気付き 

児童生徒のサイン（児童生徒が困っている状態，担任の

指導上の困難，保護者相談など）への気付き 

 ⑵ 学校全体としての気付き 

他の教員からの情報 

⑶ 校内委員会における実態把握 

チェックリスト，心理検査などの実施 

２ 課題の集約 

  支援や配慮が必要な内容の集約 

３ 目標の設定 

  具体的な目標の絞り込み 

  単元，学期，学年といった目標の設定 

４ 指導計画の作成 

  教科，単元における具体的な手立て（配慮事項，教材・教

具，学習形態など）を記載した指導計画の作成 

５ 実践 

  指導計画に基づく実践 

６ 評価 

  目標や手立てにおける単元ごとまたは学期ごとの評価 

７ 指導計画の見直し 

  未達成の目標に関する手立てや目標自体についての見直

し・修正 

 

参考資料 
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参考資料 個別の指導計画作成例 

【小学校】 

【中学校】 
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 ⑶ 学年部等におけるケース会議の在り方 

  各学校で校内委員会は，年間行事に基づいて実施されており，就学に関することや支援体

制などについては十分な協議がなされている。しかし，困っている児童生徒や担任への具体

的な支援策まで協議する時間の確保が難しい状況がある。そこで，以下に示すタイムスケジ

ュール（図１）やケース会議シート（表１）を使用した学年部におけるケース会議の在り方を参

考に各学校の実態に応じた対応をしていくようにする。 

 

学年部におけるケース会議開催までの流れ（例） 

 

１  担任から特別支援教育コーディネーター等への相談 

   ２  特別支援教育コーディネーターによる学年部におけるケース会議の開催検討 

    （管理職と開催日や出席者の相談） 

 ３  学年部等におけるケース会議開催決定後，特別支援教育コーディネーターによる担

任へのケース会議シート（表１）の記入依頼 

    （文書作成の負担軽減のため簡潔に記入すること） 

   表１ ケース会議シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○年○組 氏名

主な教科 学習活動  気になること  行った手立て 予想される背景

聞く

話す

読む

書く

計算する

推論する

図工 制作等

音楽 歌・器楽

体育 運動・ゲーム

対人関係

こだわり

会議日 出席者

主訴

児童のよさ 支援・配慮事項（共通して取り組むこと）

生育歴等

算数

理科

国語

社会

外国語

生活面

行動面

ケース会議資料　○○小学校

参考資料 

① 主訴に関わる

ことだけではな

く，当てはまる項

目に記入 

② 有効で

あったか

を区別し

て記入 

③ 学習面・

生活面・行

動面から主

訴の背景を

記入 

④ 主訴に関

わることだ

け で は な

く，会で出

てきたよさ

を全て記入 

⑤ 相談歴，引継事項等の記入 

⑥ 取り組める支援を

チェックする。順番

や役割分担等を記

入する。 

・ 主訴（担任から特別支援教育コーディネーター等の相談の中で最も進になる部分）

に関する項目を簡潔に記入する。 

・ 全てに記入する必要はない。 

・ できるだけキーワードで記入する。 
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学年部におけるケース会議の流れ（例） 

 

１  出席者へタイムスケジュール（図１）の配布 

  ２ 項目ごとの話合い 

  ３  図１における④・⑥・⑦の項目については，出席者の意見を記入 

  ４  担任の意向を重視した支援の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ２回目を実施する場合は，支援の確認，支援の追加・変更等を行うとよい。 

 

２ 関係機関との連携に向けて 

児童生徒のニーズに対応した具体的な指導・支援について検討することは必要不可欠なこと

である。しかし，校内の教育資源だけで対応することが難しいことがある。そのような場合，

関係機関から専門的な助言を受けて，学校現場での指導・支援をより効果的・効率的なものに

するとともに，校内の支援を活性化させていくようにする。 

 

関係機関と連携するための留意点 

  

関係機関のリスト

の作成 

 

 

 

○ 教育，医療，福祉，労働など，どのような専門機関が地域に所

在しているのか把握すること 

○ それらの機関は，どのような情報の提供や支援ができているの

か把握すること 

○ 連携の手続きなどを事前に調べて，支援機関リストなどを作成

すること 

 

 

優先順位の明確化 

 

○ 児童生徒の課題や教育的ニーズを整理すること 

○ 実態に応じて教育，医療，福祉，労働など，どの関係機関と連

携を図ることが必要かを明確にすること 

組織的な対応 

 

○ 連携の窓口等の役割を決め，連携の手順をマニュアル化するな

どして連携のための組織的な体制を整えておくこと 

個人情報の取扱い 

 

 

○ 関係機関と情報を共有する際には，個人情報保護の観点から，

保護者・本人の理解と協力を得ること 

 （ガイドラインを作成しておくことも一つの方法である。） 

情報の共有化 

共通のツールの活用 

○ 個別の教育支援計画等を活用して情報を共有すること 

 

参考資料 
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